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どal尊|:菫                                             患者さん

またはご家族の方へ (包 括同意による臨床研究に関する説明)

大和市立病院 血液・腫瘍内科では、標準化学療法を受けた初発急性骨髄性白血病の患者様の診療情報 (カ ルテ情報)を 使用して臨床研究を実施いたして

おります。この研究を実施することによる患者さんへの新たな負担は一切 ありません。また患者さんのプライバシー保護については安全に管理します。 本

研究へ協力を望まれない患者さん及びご家族は、 1階総合案内、又は、各病棟ナースステーションに用意されている「試料等の研究目的利用 に関する不同

意書」の備考欄に研究名を記載し、 1階総合案内に提出をお願いします。調査の対象 となることに同意をされない場合でも不利益はありません。

研究課題名 (承認番号)

初発急性骨髄性白血病の予後予測としてのCFA比 (CRP X fibrinogen/alb ilinう の有用性と3ody ttax:ndex(BM:,

生2ョ導 (承認番号 1)● 3“クーA19)
当院の研究責任者 (所属・職位 ) 橋不千寿子 (血液・腫瘍内科・上級医長|

他の研究機関および

各施設の研究責任者

横浜市立大学附属市民総合医療センター 血液内科 藤澤 信

横浜市立大学附属病院 血液リウマチ感染症内科 萩原 真紀

神奈川県立がんセンター 血液円科 田中 工罰

済生会横浜市南部病院 血液内科 藤田 浩之

薬沢市民病院 血液内科 藤巻 克通

横浜えき済会病院 内科 竹市, 生千哉

静同赤十字病院 血液内科 暉口 =

研究の概要・背景・目的

最近、国形腫瘍の予後園子としてCRP a:わ m:■ ratioiCAR:が 注目されていますか、CAR:ま 造壼華悪性種瘍 ,こ おい

てもその有用性が示されており、さらには炎症性マーカーであるibrinogenや ferrit麟 高値はA電■の子後軍良藪子と

も報告されています。また我々は過去短栄姜状態の指標でもあるBOCly max indexl群 ‡,に ついて注目し、その値が

その後の予後指標になり得ることを報告しました。先日、初発AVL症例の子後予測として、崇養状態および炎症マー

カーそ加味したCFA ratio(CRPヽ fibrinogeralbmi■ が報告されました。このよう
'こ

簡便かつ迅速 :こ 同定可能な予後

函子が多く提唱されていますが、CFA ratioと 3V:の 繭違性について検討した報告はありません。

今回、当院および問達施設 ,こ おいて、2ool生 1馬 1日 から2313=12月 31日 までに急性講骨譴球性表血iを眸、標菫

化学療法を受けた15歳 ,'(上 の初発AMLを対象と市、CFA:aて
'oの

有用機およびBM:と の間違について後方視的に検討

します。今回の検討にょって、初発AML,「 1■こ対する笥種ηヽつi■遠なテ後園子を抽出でき、その後の治療戦略の一助

となり得ることを目的とします.

調査期間 2001年 1月 1日 から2023年 11月 31日 までの情報を調査対象 とします。

対象となる方 上記期間内に当院に外来また,ま 入院され初発AMLと 診断され治療された方

使用する診療情報

2001年 1月 1日 から2023年 12月 31日 までのカルテ情報 :診断名、二齢.性別、FA3分類、初診号体重及び身長、手↑E

前体重、初診時BMl値 、既往歴、合併症、

'台

療開始日、治療蘭始時WBC,WSC分画・H与・P LT・ LBH,CR'・

al bn3111・ fe“ith・ fibrinogen・ 総コレステロール・骨髄憤萱・染色体・キメラ遺伝子千百果 ,PS、 CR到達日、CREl」

達までに要した寛解導入療法および回数、有冒事象、地日ヽ
^療法施行歴、再発日、移植日、予後.最終観寮日.死 困

等である。また造皿幹細泡移植を施行した症晨|こ ついてはTRUMP番号 ,データを収集する.

尚、取得した診療情報については二次利用する可能性があります。その際には、あらためて倫理審査委 員会で審査を

受けます。

試料/医療情報の他の研究機関への提

供方法

*11こ

`r機
関への試料・情報の提供はありません。

*試料等を提供する場合、提供先の機関および研究員任者名

*多施設共同研究であり、上記の他の研究機関 '研究責任者へ提供

ヤ他の機関へ提供する場合にはその方法を含む。例 :郵送、電子的配信等 ,

個人情報の取り扱い
利用する情報からは、お名前、住所など、患者さんを特定出来る個人情報は削 除 して使用いたします。また、研究成

果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定 できる個人情報は公表いた しません。

本研究の資金源

(利益相反 )

本研究に開連し聞示すべき利益相反関係にある企業等すまありません。

お問い合わせ先

神奈川県大和市深見西 8-3-6

TEL:046-260-0111

FAX:046-260-3366

湿資・二月蔦書・ 上豪議長 :大和市立病院

橋末 千寿子 : |′ シヽモ ト チスコ |

備考


